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序 超窩壓の生成

▽ 輝 に於ける測定器(及 びその.
補助襲置)取 附け例

、1高 懸による同質多像
'

II壓 力 の 分.類 ・
、

継力を次の如 く分類す.る。粹

1.數 百ボン ドまで(數 十氣壓)届 例 ボイラー.

2.藪 千ポンドまで(數 百氣壓).例 商壓合成。..'・

3.數 萬ポン ドまで(数 千氣厘)..例 霊砲.幽.'.' .

4・數十萬 ボン ド以上(數 萬氣縻)・'.

L蒸 氣機關の實用壓は數百.ボン ド迄の程度であ.る... ,

2.數 千ボン ド迄㊧揚合は濃度のか 」ら癒とき印ち水歴の揚合は困難はない..温 度赤かLる

ときは各種合成工薬部ちアムモ≠'ア,罎 素,メ タノ.一ル,高 級アルコール合成,.石 炭直接液

化等の揚合であつてその工業の種類によつて著 し.ぐ難易を異にする..1

.a數 萬ボンドの買例は亜砲である・

4..更 に高い段階の堅の實例はBddgmano,の660,600ボ ン ドに逹 してゐる實肇で ある.當

用200bPOOボ ンドで裝置の損傷は認められなかつ左.3〔 欺000ボ ン ド迄は可成 りの縮籍度で

測定距成功したのである・更に進んで15～20萬 氣腿物こ及んでゐる・此の様な高壓になつて く.

ると低壓に於けると異つた性質の效果が現はれて くる・.此等の變化は 小 さいが此を測定する

ことによつて吾々は高蹤下の物質の畢動 を却るζとが禺來る・然 し吾々は数十萬ポンドの榁

度の歴力では多く.のことが期待 され ないゲ 吾 々が 現在筆健 する範嗣の壓では分子 を不安定に

するζとが考岱 られる程度である.邸 ち收縮 し再酔列が行はれる・ 天文學的の氣鯲になれば

原子,擢 子が收縮 し,配 列 を變へ,途 にはバ ラバラに總てが埣けセ行 く.然 らば数予乃至敦

萬氣壓が卯傾Cし て得 られるか・

II高 屋 の 生 成.噛

高堅を得る癒理は簡單である..そ の方法は大 きな分厚い鋼材 を用意 し,穴 をあけ,此 れに

氣體又は液體 を充す,此 ρ穴の 口から括塞一漏洩なき.ことが肝要ζ を押 し込めぱ.よい・到遠 さ.

れ る高黶の極限は二つの條{1:によつて庫まる・'甲

即ち括…勲 漏洩と.釧材の降伏の二つを防止する技術如佃 ζ係る譁である,耐 壓管の鋒伏防

止のため此等の高壓を得る:には減大な裝置となると考へる ものが多いが,そ れば誤である.鱶
.が上昇すれば却つて裝置.を小さくせねばなちな賦 それ は 大きな鋼材 を熱處琿せね虐ならな

.いか らである.裝 置の憎般紐立を模型的な形式で譲明する・;配斯壓縮.にぽ高度眞搴を得る場:

事 化 畢研 究所,

解Michelcに ヰ れ ば(伽 あ.～南,%5飢 ・A127,240(193Φ)仮 塵 く2、500氣 鱶,41,匯 寓500ん10,000氣 壓直高

壓>1qoo蠑 鍍 で あ ろ・
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合の躯 補助 ボ・㌍ 舗 し亡 段叩 み嗷 百摩 撫

腿 までは市販の摩縮機,」 比によ.つて壓縮せ られた る瓦新 を

更に二次的に壓繕iする方法 をとる.第 一圖はJaoob罰,が 高

鱶下のX線 砲折ldllひ た もので,Tは100氣 駆の瓦斯睿

器」Tの 瓦斯は ヤpV2,V3の パルプ開閉によ り水壓 ボンプ

(1000氣 壓遒Sに よつて.Bよ り耳の 堆臘 に入る・ ピ

ズトンPの 上昇に‡ り更 に瓦斯の腰は高められ,Cな る

試駿室は所要高座に建する・梢厘i機めビ.ストンは袖1式ビス

トンで第;1刷 ρB麟eゼ,の 裝置*は その便利な一例である、.ざh部の右側管は壓縮機.(1000氣 壓

まで)に 醜管され,庇 か らAに 豫め壓縮.された1000氣 歴の瓦斯

が導入..され る呵.8,Pは 複式ピストンを形成 し,矢 の方向よ.りの.水

壓(座 力計Fで 示さ.れる)はE窒 のDの 下而に受ける.此 の ビ

不ト,ンが上昇すればBはAを 充 した瓦斯 を歴縮する.Bの 位置

は遊尺.Cに.よ つて1/100cnLの 精癬度でわかるから,Aの 黶はF

及びCを 讚 め.ば,B,Dの 面比 よ り知ることが禺來 る・Aは パル

プ:を輕て㌔或は経すに試驗窒第一岡の.Cに 蓮絳する.以 上の裝置

に於て壌黶機ゆ ピス トンが適鴬な大きさに設計され ることと豫 め氣

贓を適鴬腿に摩縮 しなければならぬ ことは當然である.即 ち.ピス ト

ンの衝程の或る長 さ1こ對 して所要壓力が得られる様組合せ設計され .→
.ねばな ら.ない.ピ ストンを推巡 させるには從來高壓に於ては(實 驗

室的に}螺 旋推進¢)方法が用ひられか.然L醸 を相當高 くするには

τ

1

`

A

B

C

D

E

F
●

第 二 圓

此 の方法 でほ不 充分 で.∬ 嘘 に1ま水朧 月1.ひた 裝{崖が 大 き くなるの.を齢 た次の乎頃 な一 例 巳

を示 す.

豫 備壓縮瓦斯壓 力.1000kg～cm2

口的 瓦斯座 力 ・ Ψ…25000kglcm2

水 壓 槻Dビ ス トシ直徑.2}も"一

Bピ ス トン直徑.雅

第三圃は耀 呼 蜘 分でビスト・に押し込あられる攤 の欄
を示す.P.は 括塞を推進せ しめ.るピス トン,Rは 硬鋼環,℃ はコ

ツプ秋軟鋼坐金P招 は哽ゴムパツキング・ 八1よ 括塞頭でLな る

幽縮室に對す る.

第 三 叫 傭 塞鯲 ける即 駘 拷 へる議 の手膣 町 嘸 る壓加B
にて均合ふ.Aの 而班よ りBの 面積は小である.Bめ パ ッキング

・:は支持 さ醜瞬 の襾で壓せ ちれる・從 つてLの 歴よ 夢或率だけ塵い攫 力がBに 加はる・敢に

ピス トンが推逡.されて も.漏洩せぬ と.考へ られ る・ 匙めパ ツ.キング め方式は修iEさ れて 多 くの

.揚合 に應 剛.され て ゐる,亀

.喚高屡k舞 けう難 の工夫及び研窕が彼め 恥 ㎞蹴・血
.峰 ド。・h雛。h邸Sd・ ・哂 ・・ … ㎝【mP配 曲 画

P醐s:.に 於 で行 は れ て ゐ.た・.
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歸山・ 窩匯に繭いて 〔朝介)

ス トン型颶力計が用びられ る・丘七の壓力計は壓 力め
　

定義 を忠實に備へた ものである・此の～～墾刎 喉力計 を
一次壓力計と云ふ.一 次腿力計の原理(第 四国參黒,

1)は 簡單である・一 測定せんとするmSicよ リビス

トンは黒 く描れ喪 シリンダーか.ら押 し出される..既

の際 ビストンを軍衡せ しめる 荷重1で腿 力を測 るi一

然 し使lllに當つては充分な 注意が.拂はねばならぬ.

壓力は鱶傅導物質一"9PtiζJIIひ らオLた触は高壓の

揚合は凍つて役にた ㌧ぬ.炭 化水素*は 凍 らぬが漏

洩することを考へて選ばねばならぬ.グ リーヒリンの

50%水 溶液に糖蜜 を溶解 して シユ ラツプ渺こ.としteも

のが高壓に使用されてゐる.多 ぐの液盟は購の上昇.
コ

に律ふて 凍結に至 らな くとも枯度は著 しく嚇加 し,

ピストンの自由な遐動 を妨げ,

3

皿 膣 力 の.測 定

一次璽力計 薪 しい方面は興味 を忿 くものであるが,此 を開 くには總て1こ就て初めか ら手

を下さねばならない.高1屡 に於ける簾力の測定が.それである・.素よ り壓 力め測定に.は白由 ビ
'

国
ユ
＼ 轉
3P

、 ・.

』z
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第 四 鬩.
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特 に測 定の際め ピス トンの廻轉が 圓滑 に行 かぬ.水 は壓に針

して粘 度變 化が 多 ぐないか ら グ リセ リン 水溶液 は州 當高1鮗まで用 ひ られ る一 に よつて シ リ

ンダ ー内tCiK入 せ る ピス トンを押 しlllす.此 め際 ビス.1・ンを押 し猷す颶 と卵衡 を操つ荷 爪 を1

加 へ,そ の荷 重 と ピス トンの断 面稜 よ り壓 を算llけ る.然 し壓が高 くな ろと荷重が貰大 とな

るた め ピス トン而積 を繃 小す ろこ と,誕 子 に よつて 荷 堪 を減 らす ことが考 へ られ る.第 四闔

2.5'は 壓 力喧 径 異な る同一 ピXFン のMil・「i差に棚 拓 例で あ7・'同wu3G'は ビ ス トンへめ荷重

を凡そ5倍 擴 大でPに 加ふ.2β を.組合せ ば弓つの一・次腿 力計が.出來 上 る.補ll三 は 桿 にぞP

を支 へ桿の荷 重 を峯酔 にて秤れ ば よv・.Bnrtlettは1の 如 き單 ξス トンで一氣廨が.194即 の ビ

ス ト.ン荷重で 李衙で あ るが如 き大 き さの もめ を使 用 し距.

最 大傭差は0.QX5%で あ る。 第五閲 はBasset;)の 用 ひた も・
ロ し

のである.Aは.ピ ス トン,Bは シ.リンダ宀で蹊はCか ら入

る.腿 は枢杆P..に よ りF・ の荷重と李衡ぜ しめる。DとB

の閤にある ピス トンに篏入.してゐる桿は ピ烹 トンの廻榔に

役立つ・ 二次塵力計は物質の 個性が蹤力に呈する變化を測

定 し,こ の飼性の變化拳 によつて壓力を知るも'ので彈性,電

氣抵抗等の變化測定がその例である.然 しなが ら一次型の

もの も極めて高V・壓力となるとその 材質の 個性が入 り,個

有の:補ii{を與ぺなければな.らな く.なり,困 難を俘ふ ことが

明である・ 勵 が高 くなると シリンダーに融 なUq:曲
.第'
五 口 に篏入 してゐるピストンが内壓によ り歪を受ける・ 帥ち ピ

.ス トンは飃縮 を受 け變形するが,シ リンダーの方も無事でな く,駆力によつて押 し擴げられる・

.
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結果 と し實 ス.トンと"・)ン ダーのIM`!)ILBuaが 大 き くな 蠣 洩.をres一 矯 い縻 力の と9は

絞 を押 レ胤す歴 力.も」曾加す るた め漏洩が甚 しぐなる.ltlcは シ リン

ダ.r.内 外1こ壓 を加へ る こ.とによつて避 けろ.第 六WUIC示 す 如 く.適揃
.な.成概 だけ シ リン.ダ厂 外閲 を凪ミに㌶ 川 させて調 節す ろ。.次に漏 海 を・

最 小1に する.tcめ には 小型 に作 ること(例 べぱ 白山 ピス トシの直徑

1!16"1り で然 も精密 を期せ ねばな らない.・N,ど ス トン;B,シ リンダ

.一;C,荷 重 受 け;.]),ス トヅプ,此1こ ピス トン廻 韓 用の桿 を附 け る;
.k
,ガ イ ド;.Ftパ ツキ ング.;G,坐 盃;H溶 易 に潰れ る灘 袋で 糖

蜜 及び グ.iJl-iriJンの 精稠 水溶液 を入れ る・■」は測 定壓.scih'絨 す.る1'

水,グ リセ リン混合液 で壓 力 をHのliHll哩t,らAに 偲へ る..此 の'

繭 次壓 力計を:操作 するに當 り,ピ ス トンに荷重 を與 へ る代 りに強 い

スプ リングを使ふ と.便利で ある.ピ ス トン.を押 し出す 力は スプ リン

グに加は,ゆ,そ の動.ぎ蓼孝學的に搬零 して鱶ヵ.を讀むのである.此

の場合 勿論Fプ リングの弾性に就て充分1吟味せねば らぬ。.高麼 に方奄

ては ビスト.ンの變形が生 じ:,補正せねばな らぬ.此 の補疋には直接

的な方法がないが.彈 性理論か ら計算されるもφと滑動接篤法によ 第 六 回

る もめ ÷が ある・Bridgrmnniこ まれば13・000気 壓 までは0・23%の 補i1モに止 ま.ると云ふ・

二次壓力計.一 坎壓力計が定めら;れたな.ら硬利な二次撚力計が工夫 されねばなら.ない.比較

.的低糜の場合ド或 は念灘な壓力變 化の測定でない揚分はIIOUitloh壓 力1汁が用μ られる.壓 力

が商:ぐなる≧.,金觸の糜力による瓧氣級抗の變fビが用ひ られる.壓 力による電氣抵抗の變化は

大部 な唖 め數百氣壓ま.でには」1】ひ難い雌 千氣継とlttSedil)tの 變fヒが寄易に 測定する

範剛内に來.るか ら廣 く應用せ られ る.そ の例はマンガ昌ンFJg」taである,マ ンガ昌ン趣力計は

固定黜764b.kgノ 叩チ の水銀で補了E.し,此 を2・5{剖 茫迄外挿..して初め川.ひた魁 直 接脚腱 で

13,000kg19享算〆 まで直線的關孫が明となつた.更 に高脳 唹 ける蒼鉛のil螂移蜘 こ.よる"B]E:tこよ

り,.そのす劃 ま極めて僅かであることがわかつた・水銀の7640kglcm2よ り外挿せる値 との

開 きは1%に 止tる ・そのすれのJirp】は本鰤 のタ肺 によるth一は低 くIll4∵ 帥ちマvh';ン　ノ

の祇抗の瞹係數は腰の上昇 と共に減少する.マ ンガ昌ンは璽 に對 して上に逑べ乗如 く電氣抵.

批が殆ん ど直線的であり,.ま 海淞度係數も.小さいか らJll.ぴて価利である.Bohet{,.tiv'Vン グ

ーめ長 さ¢坊 向の弥性ξ利崩して簾 を測定.レ極めて 」1し)～壓の變化を寫眞に記鎌 して.ゐる,

壓卑固寧點 温度測定ρ揚合.實験者は.使用する温度計 を亙斯混 度計によつて必 しも補疋す
の

る必要はない..撰 準沮度計又は純粹物質の沸點,氷 點等 によ.つて補il三すれば.よい.歴 力測定

に も同様継力.計を信.削.ある標準座力詩によつて補正する.然 し.壓力が高 くなると市販品はな

い...ご課座力計の袖正にはッ次贋力計 を使用鰭ねばな らなぐなクて くるが 此の方法によら

なくとも.邏度の揚合の如 く物覃の歌態彎1ヒの際の 座力が既に測定された ものがあるか ら、.そ

れによって補 疋すればよい,但 し此は高い壓力の場合問題 となるもので低い摩ヵの揚合は尸 一 ・

刻 肋 計文ほ標準颶力計を月1ひる.次 に壓力團定點碗 の値 を.あlt'る.・
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固定點として用ひられ るには欺態變化が鋭い.こと,

肝要セある・液體め有機物等特に純粹に出來難い

ものは少量の不純物のため變化の鏡敏度が失はれ.'
.る・.また容も肛醗 化が可成あるζとが必要である・

第七圃參照.上 表の氷の疉合は低澄であること.が.

不便である.

蒼鉛は温度の影響は少.な,く壓 に對 して鏡敏であ

る..帥 ち何れの側か ら.も少しの壓 の糟減で轉移:を

お ζす.轉 移の測定には白山ピス トン型の裝罎を

使 用する.壓 は ビ.ストンを押す力の項で…βξはし,

容鰻 化はピス トンの移動か らわかる.既 の際の.

誤差は摩擦 と容器の歪 よ り生する・摩擦 を最小に.

するにはパ ツキングの景を少くすること、及び蒼

温度 。C
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純粹に し易い物質が用ぴられ.ることが
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第 七 隈

鉛の 面積/厚 さ の値 を出來るだけ大 きくし慱移の際のピス トンの移動 を少 く.すること等め方

法をとる.:.雁力埆減の兩方向か ら轉移點 を測つたときの談差は3%絶 對摩擦はL5%以 下で李　コ

均の誤差 は此Xり 小 さい.眷 器の歪 は25,000氣 歴 下 にて斷 面で僅 か0.5%に 止 まつfc..

JaoobSli'ばB面gmanの 測 定壓 に對 して意 見 を持 つて ゐ る.高 瓔の測 定は技術的立揚か ら
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恐ろ.しぐ困難 を伜ふ ものである・恐 らく容積の變

化 も不融 肱 値を興へるであ らう訥 藤力は理詮的

に導かれた歴 カー容殯の關係虧線から決定される

第八圓は鹽化ナ トリ.ウムの糟 變化を歴力の函數

として與 へたもので.ある.圖 に 就て 設明すれば

碗dg111anの5d,0σ0氣 腿11終縮の値は鬪に示.される

如 く忙曲線の上に落ちる.然 し彼の125,000と

150,000鰥 め間に求められ.た20%の 壓縮値は

,。1購 よ嘆 しく下lr來る・牌 鱗 巧腿酬 内鯲
・け る13ridgm"1}の 使 ふ た壓 力は惑 らく彼 が云つて

ゐる力洳 き依 よ・り{邸 ・.ものであ ら う・

1

;;

5Io・15

Pr鄲uτeド9/Cm3×10-4

第 ぺ 晒
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」 ヘ リウ.み・も常 温 で 氷 とな.らぬ か,Simoロ の外 捕 法 に二よ:れば100,000・ ㎏ ノc血2で 凍 る.だら う・

6箆♂〃リB,6,62(1929)〕,
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1

.し.じ

・1:V紹 高 屋 の 生nt!)1?)ISJil,

130,0.Ookg/cm乳'ま で は薪 し.v・PtS力固 定野i,蒼 鉛 が 興へ.られて むるか らIE確 な.測定が行へる筈

であ る と考へ る.難 處 に雌の程 度以 上の蹤 力,帥 ち現在正確 な測定 を捌す ることが 出來 ぬ樣 な
の

高壓の生成 に就て述べ る.雌 の鞄圍の壓 を此處では超高壓 と呼んで行 ぐことにすろ.脚 ち超

高壓の超は現在測定の範圍.外にあ り,そ の価.を推測する.に止 まるの意味である・.壓力分類表

の1の 醤合は リベッ ト止劫乃至鎔接で充分であろが,2と なつて くると鍛造 を必要とす る.3

となるとClPS*.乃 至線躁鐵榊牌 が帝要となる.然 しながら2萬 乃至5萬 或にそれ腿上となる

と,ま た乎段 を變へてゆかねばならぬ.多.く の耐壓管 を入籠式に逐次組立て得れば如何たる
」

大 きさの黶 も實現することが出來 ろと考へ られろ.そ の 瞭理は各内管は内壁に歴力が加はう

と購 に,そ.の 外側に 納 慶 よ.り1炒 さv,lgK.力.を加へることlcよ3.・ ゆ 様な鰐 樫 管が製.

嗣 能であれ腰 に大き腰 力に裝え拠裾 である 既の原理.を滞足するには,た とへ耐高

縻管が二段式であつて.も機械的に製作が極めて困難である・

此の原理 を弼性理踰か ら極 めて簡單な計算.をして上.に述べた外側か ら壓力を加へる揚合の

效果.を示 さう.二 つの同凶徑の シ.リンダーをとつて考ぺろ.第 一は無隈に厚い壁 を有 し,第二,
ノ曹は内外徑の比 を1

:4と する・.兩者に或 る同 じ大きさの贋 力を加へる・ 此の際第二のシリ,ン

ダー.め外側にば内壓の1/2の 継を加へる.此 の結果と.して第二の シリンダー内壁め三ド摂擴大

は伽 ・に第一のs.のNO.28と なる・titの徽 値は白緊法によつて得 ることが豚 購 のであ
.る
.碧 し,'内 鱶に對する外継の比が自動的に何等かの方法で,.内 壓の上昇に俘ふて増加する 、

ことが.}十i來れば第 二の シリンダーは第一の シ.リンダρよ.りも遙かに高い壓に破損せすにあ1デ
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第 九 圖.'1　
。:へul。f・e巴電.igePtnSt・e・hi・g・ .耐 高釀 管 鍋 心 の 舞郵 の 穀 の腐哈 せ よ.Vな る と考 へ る・一 つ.の:シ.V7ダ 」

.ρ聯 は雌 働 ζ耀 第二卿 リ・ダーへ勵 梱 へる・ラ.磁 朶は更に乖竃・軸 こ耽 のの ンダ唾
堪 え.Lipる,.Tp・g・ ・,The.r)・ ・ig・・pdth・ ・t・u・t'i6n・flligh,1'fessnTeCh・1咽Plant・ 恥(鄲4)・

Bridgnian,T}ワP』Y5:esofHighP爬55urc,78(1931}。.

"・sv'ireho,,pingiB'oneが 齷 爆 發 に 脚 凝 ので 英1聴 可【砲 の 髄1二 よつ た・襲tfi・siMesser・ ・A・m・…ng

.蜘 岬iゴ&:(・o・ ・1二係 り,材 蹴 一'妙 砂 ・一.誌 ・ガ ・跡 堆 難1卿6穎 鰍 濾 盤 脹

さ.$"径1脆"の シ リン ダ ーで あ ゐ・.此の シ リンダ ー外 側(外 徑8")は 噺 両0.yy/XO.04"の 鋤 臓線 を

陟 騰 きつ けた ・・}1鵬 願 ・・Re"・Shr・・ム 菖S9.1・57(19・?a)・

賭1蹴 てTtiniinu・n東 コ:學部 絶Pt,・ 第+三 聯 四肆 .証+二`墨 ・,同 鰤.比 聯 一 聾 柾 ・1・瑚 ・・

Sasahi,同 踏 .第 十九 册 第六 魁 昭 租 六 年.

、

、

ることが 幽來 る.シ リンダーの 外側に内璽の或 る一

定の割合の飃 力 をrl動 的 に加1へ得 る簡單 な構 迭 の耐

高摩管は第九 鬪に示 され る.此 は50,000氣 壓 にあ

げたB㎡`lgmanの 裝 置 と.同樣 た もので,G6ggs,BeU

の 使 用 した ものであ る.B肖dgm無 は 此め式の装 置

で50,boO氣 腰 常llL温 度 は1占1髄炭酸 よ り電 熟 に ょ・

る油浴 での.卿 ℃ 迄 の研究 を行 つた・P1,P,は ピ

ス トンでP8:が 矢 の 方向の 力に.よ り押 し下げ られ る

と斜線 で示 きれた 鉛は壓4縛 の演盟 と.同檬4)舉 動 を

とる.PIの 降rドに從 ひ,Cの 斜颪 に淆 ふてRを 矢

1
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.の方向の力により上品せ しめCを 締め附ける.℃ .と.民 の朋の騾 は複雜な項で實験的に求'

めねぱならぬ.C,Rの 挫觸面は よく磨き, 、更に減摩劑 として石墨及び ワセ リンを用ひ曼壓 を

披いたとき 『RがCに 膠蒲せぬ様にする」此處で最 も弱點 となるはビス.トンである.此kは,

硬郷 り 噺 励(環 化 タッ グステ ン・コバ・叶 姶 む鋤 が よい・Bri・.lgmano用 ひた耀 の

大きさを知る.ために數宇をあげれば,Cの 太vl部分は徑2.5㎝ で,.ピ ス トンは長 さ6髪,徑

6瓢 程度である.かLる 栄置では ピス トン¢)直下都のみ鮗が高 くなる恐れあ り;.此 を避 ける

tgblCl±Utzaを 大に衡程 を短 くせねばなら脇 槲 の硬質hる ためピス トン,シ リン外 間め

摩擦が小 さいととは妊都合である.G酉 言gs及 び.B訓 は九鬮の裝置で水晶 〔Q}`の高靂下の舞動

繊 べて…Piとcの 間隙は ・・"・鞴 酢 ・a・…r・ 蹴 流れ威 … 脚 ・・

あ抑へられ漏れたい一,腰 力は色 々な條件めためiF.確を期.し難い.aliJF.す べ き法則はないが高
コ

壓に於て廣 く條件 を變へて 實験 を毛了ふ.圸 こ位の州致すること及び低い壓 を得ること等に目

標 をおいて定めろ.壓 力を定 めるに適翫に三つの變数 を變へる・變數 としてはPIの 間隙,Pl

の じに入つた.量,Pi,p2間 の鉛の量等で あ.る・ 從つて試料Qの 壌れると.きの壓 をiE確に知

ろことは調 裕が 充分で ないか ら困難 で あろ・p,tl一 定 率度で壇 加す う壓 によつて降下せ しめ .

ち れ ろ・ 此の實駿で 加へ られ た最 高壓1‡1鴿 ・000氣 壓 と推 定 され,.此 が 水贔 破壌 時爾躍で あ

る・此の實驗 條件 と地殻 に於 けろ掲 合の有1似 を許すな らば,此 の實驗は地殻 の.4「oOkn即 ち

280哩 下 の場合 に相當 す.ま た200.OOO～250,000k91Cin:.の 継 力に關「して のBfidgmanの 報 告

が ある,

以 上の争段 に よれ ば普遞 の條停の場 合 と異な り,硬 鋼(硝 子硬度)も 著 しく粘性 を示 し強度

を増す.水1}ILの 張 度は 蒼鉛 中で2r),OOO氣 墜 め 『1{で・馨.しく増 加 し,破 壇 せ すに150,000氣 觝.

ま で壓 を興へ ろ ことに よっ て(革 騨 の観 察は立 證.さdLる.脆 く粘 性の ないCatbployも 粘 性

を示すに至 ゆ,.永 久的短縮 が與へ られ 彎 曲させ ることが 鵬來 る.
!

V高 屋に於ける測定器(及び補助襲置)敵附け例 暫

以上邏べた ことは常壓 よ.り數萬氣壓迄の壓 力に就ての 管見に過 ぎない。 此の範剛に搬ける

高腿部Q機 械製作1こは非常姻 難 をf宇ふ 座 力φ搬 に‡つては糊1に 臓 ろことは出來な

い.数 寓剿 欧 至ら手激 干無壓の被置製作に就て も,そ の性能,帥 ち測定條聖以 容量,加 熱

温度,測 定辭封入等)に 依つて困難性 を増す こと.は了解される.測 定器jl更附けの一例として

Jaoob屮 の高壓'ドに於けるx線 廻析の裝置た就て簡雖 な説明をす
● る.要 點はヘリウム瓦斯壓縮のため死空間 を少くする.こと及びヘ

リ.ウムか らの撒亂線 を防 ぐことである.從 つて カメ『は2.5cm牟 一..徑の小型の もゐを耐壓管.に入れる.ま たX線 は ズリツ...ト系を通

して奥へ られ.る・

第十周は特に小型にしたくヘ リウム充墳塞闇7.5㏄ を餘すのみ)

・雌 型・.・ラで矢の方恥 ら ・線・・人・∵聯.脚 ㍗ 第+隔
.

系 を通 り,・申央の試料Sに て廻析 され カメラ内壁の フイルムに逹 する.7イ ルムは雀白の二
.っの狼隍の内壁におかれる・斜線の他の二?の 象隈.に辟固腿 を.充壜 し.X線 を吸收せ レあフイ

ルム1捷 かないsを 通つたx線 は圏の右のス リ'?H嚇 捉される 第+一 鬪1ま此のカメ呷ラ

.を入れた耐壓管く50qo氣藤韓度に使用,ク ロ冖'、モリブデン鋼)で ある・ カメラ.を固定 したら
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コ.ン

'

C

唇

P

上の冂をP.に て閉 める...Mは マンガ昌ン線の

壓力計,.耐 壓管 との電氣紹縁にはバγキ ングを

使用する・X線 が戸直:線に來るか否か を檢べ る

にはマ.ンガニン屡力計を取附げる穴 より覗けば

よい・1.は高黶へ..リウム.の入肖であ.るBは ペ リ

リウム窓で詳細は第十二鬪 に示 され る.Cは

Bをsiζ 締めづ:ける.此 處『ご最 も注意せね.ぱ

なら.ぬのはBとSと の接觸面樹Ioで ある.Bの

B

1

.＼ 一.丶 一

P

一
、

cB

差 ■'」
.「 .■

璽..
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κ
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第 十 一 日 箪 十 二 回

鄰 爬S.(硬 鋤 の表面控 光學白雅 膚く・ 此の脚iの 間に α()吋 の薄いゴム板を挾みC

にてSに 鋤 附肪 此の窓は ㎜ 羅 で鶲 して洩オ昧 使用鰥 た.高 暇 し磁

も.取扱ひ難いヘリウムに對 して滿足すべきも.のと患ふ.,

VI高 壓 に よる同質 多像3勘 吻"川)1り

水素及び窒素 を腰縮 した と.き畷力と睿積の關係は5000氣 屡まで.踰eL7丿 によって輿今 ら

れる.此 め程度の順にては瓦斯分子の1'1由縄路め短縮に止 まろであらう.固 恨 に此の程度或

匡それ以上の歴を加へた揚合は どう.なるか・ 見掛けは睿螢の牧縮 を來すに過 ぎぬが・ 結晶構

造はよ腰 定紬 のに御 ㈱ か・單購 晶格子鯛 砂 剛 ・ま.るものであらうか・

B博gmanはAgI{II}とAgI{皿)の 軍 衡 壓 は300Cで3000k4cnfと 奥 へ た.次 に

.Aglの3550kg/cm雪,20。Cの 容 蟄 變 化 を測 定 者 別 に 輿 べ る:.

4Vcc!9m .・.

一Ta由 由au18♪0」0204

1ヌ貞dgmanO.0239.、

・ 一」
劉cob♂于{8:8茎 §§

批 の値めひらきは實驗縦差 と.し亡簡單に考へ られ ない.そ め巾の大.きな 原閃は轉移が行1ま.

れ難込πめで李衡歴 を超え'ζ牽分大きい歴 を與へて も此の噸向ある も4)と.云はね球な ら准い。

ゆ 直接り誰吸 して.J・。・悌 の 鞠 鳥廻折驪(幗 ρ355。 氣躑 嫌 け1褊 駐 示す)を

舉げる.典 によれば轉移が完全に行はれず,變 化 しない線が寫眞に認めることが田來る・即ち
隔 未變化の都分が殘 されてゐると.して上の値の不一致が説明1臨來る.また黄燐4)轉 移速度 と壓 力

'.

、
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「

の關係5}が與へられセゐる・黄燐には二つめ異像が存乖する.然 し或爆力範圍で二つの異像が
'共 仔し

て もその何れの相へ も移行 しない揚合がある. .此は 融解及び蒸發の揚合 と機構に於て

全 く異なる,勘 ち二つの異像の閥鯨 享移は互に反對の

方向に行 く分子の=つ の流れのllllの力學的の雫衡でな

く本質的に靜止の歌態に.ある.第 十三i尉に就て考へる.

鬪は一っのパラメタ尸1こ表はされ る格子構邁 を考へて,

謄 力・濃度一定の際格子の位置 エネルギ 冖 を此のメ ラ.

メター西函数 として表はす・ 存在可能の格子は位置午..
コ 　　 り 　 　 　

ネルギ ーの最小の處にある・ …痔し鱶力と温度が轉移す

る様 とられ ると位置エネルギ;曲 線は二つの異像に和

甞 して位置エネルギ ーの等 しい二つの最小値が 存呑す

る.二 つの異像が不衡にあれば等 しい位置エネルギー

を興へる ものである。 今一・定沮度で壓 力が變つてくる

と.き,一っは攫力が高 く,他 は低い場合を考へる.一 つ

の相は高い駆で安定で他は低い壓で安定である.此 は

閥の點線で興へられる・ 壓の歩れが坿大すると二つの

曲線で授はされた傾向が甚だ しくなIJ,

る.

位置ヱネルギ ーの高い丘 を越えなければならない..

謚
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第+三 画

逾 に壓が充分すれると何れか一つの最小憊が清失す
'二つの 異像が接觸 してゐて}ド衡にある揚合一つの相か.ら他の相に移行

.して幕ちつく1とは

.温度をかけると容易であ.るが㌃ 丘が高い

力覗 度による效梨が少なし・と越えるζとが出來ない・その時は慱移は'ド衡撃の近傍に1ヒまつて

移行 しない..然 しなが ら壓が李衡勤か ら著 しくすれ ると位置 エ ネルギーの丘の高さは減少 し

途に熱效果のためエネルギーは 丘を飛び越すに充分 となつて くることが可能である.
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